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研究背景

山形県酒田市飛島に僅かに残るの現
役の魚醤樽で作られる魚醤の遊離ア
ミノ酸分析を実施し、市販の魚醤と
同等の旨味などのアミノ酸成分が含
まれることを明らかにした。興味深
いことに、魚醤の風味と成分は各家
庭で異なっていた。家庭の味であ
る。各家庭では、魚醤樽に烏賊等の
材料を継ぎ足しながら、長年、魚醤
が作られてきたため、各家庭の樽の
微生物叢が異なり、各家庭の味が作
り出されている可能性がある。

未知と興味

近年、環境中や体内の微生物叢を網羅
的に同定・表現するメタゲノム解析が普
及し、分析対象に含まれる微生物の種
類を同定することが可能となった。し
かし、それら微生物が同定できても、
魚醤の風味形成にそれぞれの微生物が
どのように寄与するかはわからない。
魚醤樽の未知はそこにあるが、分析方
法はまだ確立されていない。飛島の魚
醤樽で繰り広げられている風味を形成
する微生物群の働きを知りたい。

着想

魚醤樽に存在する微生物群のうち
のそれぞれの微生物が魚醤の風味
形成にどのように関わるか評価す
るシステム開発という着想に至っ
た。そこで、微生物を小さいカプ
セルに魚醤とともに封入し、培養
後、魚醤成分の変化を解析するこ
とで、個々の微生物の風味形成を
表現できると考えた。

アプローチ

（株）オンチップ・バイオテクノロジー社が
展開する油中に分散し、界面活性剤によって
安定した微小な水滴 ― Droplet(ドロップレ
ット)を利用し、魚醤中の微生物をドロプレ
ットに封入し、魚醤樽内は嫌気的条件にあ
り、液滴中で嫌気的に一つ一つ微生物を培養
する。各ドロプレットの魚醤成分の微生物の
ゲノム解析による同定と高感度メタボローム
解析により、各微生物の風味形成への寄与を
定量・網羅的に解析する。

展開

我々の腸内細菌をはじめ、環境中では複
数の微生物が互いに干渉しながら微生物
の社会（システム）が営まれれている。
しかし、我々は多くの場合、環境中から
有用な微生物を利用しているが、単一の
微生物を利用する場合が多い。複数の種
類の微生物が織りなすシステムを理解す
ることで、微生物を活用した発酵の利活
用が無限大に広がる可能性がある。本研
究は、微生物叢における個々の微生物の
寄与を定量的に評価し、微生物社会のシ
ステム解明への貢献が期待される。
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魚醤の風味形成は微生物の代謝（発酵）による [ref] K. Lopetcharat, et al.Food Reviews Int. (2001) 
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飛島魚醤の科学的分析による理解
遊離アミノ酸
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本年度中に解析完了予定
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微生物システムの利用と世界へ
（例）全く作用機序が異なる抗菌剤発見！や　アルツハイマー病の予防薬発見！

新しい薬の候補
合成等のコストが嵩む

単一の微生物に作らせる
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合成等のコストが安い
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